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事故現場 一般道
・西尾張中央道 北向き
（毛受交差点）

一般道で一般車と接触する事故
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一般道で一般車と接触する事故

現場状況
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相手車両
（信号停止中）

保全巡回車両
（右折レーンへ移動中）

一般道で一般車と接触する事故





5

交通事故の原因と対策（改善策）

行為・事実 真 因 対 策（改善策）

従来と同じ反転ルートであったため、3車線

を横断して容易に右折レーンに進入すること
ができると思った。

従前より安全な運行ルートが定められてい
なかった。（管理的要因 規定不備）

・安全な運行が可能な反転ルートの変更及び
周知（別紙参照）を行う。

キャビンより荷台が広いことから左後方が後
続車に接触する可能性があったが、通過で
きるだろうとの安易な考えで、右にハンドル
を切って右折車線に進入してしまった。

普段から乗り慣れない車両で、運転が不
慣れであった。（安全意識欠如 不慣れ）

・乗り慣れない車両を運転する時は、車両運行
前に運行経路を確認すると共に、一般道での
反転に移動距離があるまたは、複雑な経路の
場合は、ICの外プラ（Uターン路）等で容易に
反転が可能な場所まで移動する。
更に、助手には運転熟練者を配置する。

右折車線に入る際に直進レーンにトラックが
停車しているのは確認したが、運転手が通
過できると思い通過しようとしてしまった。

助手の役割分担が不明瞭であり、運転手
のサポートができていなかったため、不安
全状態が放置されてしまった。（人的要因
不安全状態放置）

・合流時だけでなく、狭小部や車両のすり抜け
等に関しても、必ず助手による自車両の左側
の安全確認を行ってから移動する。

・上記について、運転手と助手ともに安全確認
をした上でどちらかでも安全が確保できないと
判断した場合は、減速し周囲の安全を確認し
たうえで必ず一旦停車する。
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